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経済企業委員会会議録 

 

平成２６年４月２８日 月曜日 

  午前９時０６分開議 

  午後３時２９分閉議（実時間 ６２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

  （管内調査（八代海の海面調査等）） 

  （フードバレーやつしろ基本戦略構想につ

いて） 

  （株式会社エーブル事業所増設に関する協

定について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  野 﨑 伸 也 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  笹 本 サエ子 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  村 上 光 則 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     橋 口 尚 登 君 
 
  農林水産部 
            垣 下 昭 博 君 
  総括審議員兼次長 
 

  水産林務課長    沖 田 良 三 君 

  フードバレー推進課長 高 﨑   正 君 

 企画振興部 

  企画政策課長    宮 川 武 晴 君 

 商工観光部長     宮 村 博 幸 君 

  商工振興課長    川 野 雄 一 君 

                              

○記録担当書記     岩 﨑 和 平 君 

 

（午前９時０６分 開会） 

○委員長（増田一喜君） それでは、定刻とな

り定足数に達しましたので、ただいまから経済

企業委員会を開会いたします。 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（管

内調査（八代海の海面調査等）） 

○委員長（増田一喜君） 本日は産業・経済の

振興に関する諸問題の調査を議題とし、調査を

進めます。 

 なお、先日の委員会招集にてお知らせしてお

りました案件以外にも、お手元配付のレジュメ

のとおり、執行部より発言の申し出があってお

ります。よって、この件につきましても報告を

受けたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 本日の日程につきましては、この後、管内調

査を行い、帰庁後、案件２件の説明を受けるこ

とといたしております。 

 それでは、執行部から管内調査の行程等につ

いて説明を求めます。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい、委員

長。 

○委員長（増田一喜君） はい、橋口農林水産

部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。それで

は、ただいま御案内ございましたように、本日

は管内調査としまして、鏡町漁協のカキの養殖

状況、それと西岡養蜂園の視察、それと二見漁

協のアサリ漁場の調査ということで予定してお

ります。詳細につきましては、沖田水産林務課

長より御説明いたしますので、どうぞよろしく
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お願いします。 

○水産林務課長（沖田良三君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、沖田水産林務

課長。 

○水産林務課長（沖田良三君） はい。それで

は、本日の日程につきまして、座って説明させ

ていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○水産林務課長（沖田良三君） それでは、こ

の後９時１５分に市役所のほうを出発いたしま

して、９時３０分、大型船だまりのほうでクロ

ーニーベイハイ号に乗船をいただきます。きょ

う、ちょっと天候が心配されておりますけれど

も、確認しましたところ出航可能ということで

予定どおり出航したいと思います。 

 それから出航後、北新地沖にありますカキ養

殖いかだを視察をいただきまして、１０時４５

分、帰港予定でございます。 

 その後、１１時１５分に岡町谷川にあります

西岡養蜂園のほうに視察に行きまして、１１時

４５分に西岡養蜂園を発、１２時に市役所着と

いうことで予定をしております。 

 そして、午後は１時から二見のほうに行って

いただきたいと思います。これは以前の委員会

で、ケアシェルという資材を使ったアサリ貝の

捕獲といいますか、漁場の再生に伴う施設を設

置いただきましたが、その検証も兼ねて行って

いただきたいと思います。 

 その後、２時３０分、市役所に到着を予定し

ております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） ただいまの説明につ

いて何か質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。以上

で質疑を終了します。 

 それでは、管内調査のため、しばらく休憩い

たします。 

（午前９時０９分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２８分 開議） 

○委員長（増田一喜君） それでは、大変お疲

れさまでした。休憩前に引き続き、経済企業委

員会を再開いたします。 

 ただいま視察してまいりました八代海の海面

調査及び西岡養峰園について、質疑、御意見等

はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） せっかくですけん。き

ょうは３カ所行ったというふうに思うんです

が、鏡のほうは意欲的に取り組んでおられると

いうことで、非常にこう、何と言いますか、よ

かったと思うんですが、あれについて何ですか

ね、台風の来て、――補助の出し方ですたい

ね。あれに、施設に補助を出すのか。台風が来

ても、ちょっと話ばしたっですばってん、台風

の来て海の混ざればまた違うとですがっていう

話ばしたっですよね。そげんとに何か行政が何

かでけぬもんだろうかという点が一つ。１つず

つ。 

 と、養蜂場、西岡さん。蜂の大切さはようわ

かったですが、行政としてどげん思いなるか。

逆に、次長のほうに、どげんなれば、あれに対

して何か手だてができるのかって思われたの

か、思われるのか。 

 そすと今、二見ば見たっですが、何かこう対

処療法で、追いかけっこのごた何かこう、あっ

でどぎゃんなっとだろかという気のせぬでもな

かっですたい。網ばかぶせとって、その中にい

るしことるっていう感じ。その、何か抜本的な

あれ、できぬもんだろうかなというふうに思っ

たっですが。それについて何か見解があれば、

お聞かせください。 

○委員長（増田一喜君） 垣下農林水産部次

長。 
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○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。今回の事業につきましては、いかだの

ほうの補助というのは、――（｢はい、ありま

した」と呼ぶ者あり）そちらの事業のほうはあ

りますので、また、今後また拡大していきたい

というような希望を持っていらっしゃることが

あるみたいですので、そのあたりは国県あたり

のいい事業あたりを見つけていきまして、どう

にか対応したいと。また今後も、まだ季節的な

利用しかできてないものですので、今後は年間

通じていろんな計画も立てていらっしゃるみた

いですので、そのあたりは御相談しながら。 

 八代海の再生の中で非常にいい事業であると

思っておりますので、そういった漁業関係の事

業を今後ですね、あれをモデルとして、たくさ

んできてくるような手当をしていかなければい

けないとは思っております。 

 それとあと、西岡さんのほうなんですけど、

確かに農薬関係で、以前からその話は聞いてお

りました。（委員亀田英雄君｢ああ、本当です

か」と呼ぶ）はい。やっぱり農薬につきまして

は、規制農薬で、国の定めとる農薬法の中でや

ってるもんですので、養蜂関係のところまでは

配慮してというのはなかなかできていないんじ

ゃなかろうかなと。人体に影響がないとか、魚

毒性の問題とか、そういうので大体農薬取締法

は縛ってあるもんですので。 

 今後、西岡さんとも、うちの担当のほうには

話がしてあるんですけども、育成ですね、繁殖

させるための場所の確保あたりを今後検討して

いく必要があるだろうと思っております。その

話も担当のほうとは少しずつ話は進めておるみ

たいです。坂本、泉、東陽あたりの場所が、お

話を聞くとあんまり離れるとちょっとよくない

というようなことも言っていらっしゃいますの

で、今後そのあたり、西岡さんと相談しなが

ら。 

 ただ、西岡さんだけの問題ではなくて、養蜂

業界が八代に五、六軒ぐらい、たしかあるだろ

うと思っておりますので、その方たちとの話も

しながら、横の、全体としてどういうふうにし

ていくのかというのを今後進めていく必要があ

ると思っております。 

 その育成の場所というのは、先ほど言いまし

たように、西岡さんたちと協議しながら適当な

場所が、市有林あたりで何だかいい場所がです

ね、あるならばいいと思っております。そのあ

たりも今後検討していきたいと思っておりま

す。 

 と、アサリですけども、今、ケアシェルを最

近始めたばっかりで、事業を進める中で最終的

にはやっぱり漁業者がコストをかけないような

手だてをしなければいけないと思っておりま

す。コストをかけて最終的に実入りが少なくな

るというのはよくないと思っておりますので。

ただ、今ケアシェルを始めたばっかりなもんで

すので、そのあたりの効果を見ながら、コスト

をどういうふうに抑えていくのか、それとまだ

ほかに手だてがあるならば、そのあたりも検討

しながら進めていきたいと。まだ、やっと歩き

始めたばっかりですので、そのあたりは検証し

ながら、先ほど言いましたようにコストをかけ

ないような、そういったやり方を進めていきた

いというふうには思っております。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 鏡のほうでは、やっと

ここにあるものばとる漁業から自分たちがつく

る漁業に転換ができたというような話があった

っですよね。その辺が、よか話と思うとですた

い。そけあっとばとるばっかりですたい、その

日暮らしよかですよ、確実にそっで生計を立て

ていくていう姿勢はですね、評価されるもんて

思いますし。だけん、何が本当に必要な補助か

というとばですたい、見きわめてやってほしい
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と。 

 あと、蜂の話はですたい、養蜂の話なのか農

業全体の話なのかというとばですよ、よう考え

てあればせぬと、養蜂家の利益じゃなくて、西

岡さんは何を、どっちの話ばしたかったっだろ

かて。これは上手に話ばせぬばですたい、西岡

さんの利益のために行政が動くってとられると

いかぬし、農業のために必要っていうスタンス

なら、そらもうあって本気で取り組まぬばん話

だし。その辺ばですよ、よう話ば分けて話ばせ

ぬといかぬどというふうに思いました。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい、いいですか。 

 ほかにはありませんか。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。はい。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 蜂につきましては、きょう見ましたセイヨウ

マルハナバチ、あちらにつきましては、トマト

が主です。あと、メロン、イチゴがニホンミツ

バチということで、差し当たって今困っている

のはニホンミツバチのほう、蜜をとるほうのが

今困っていらっしゃる。それを農家が利用して

いるということです。 

 トマトについてはですね、今のところ輸入し

て、あそこで販売をするという形なもんですの

で、そこは少し分けて考えたいなとは思ってお

ります。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにはあり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、以上で八代海の海面調査及び西岡

養蜂園に係る管内調査を終了いたします。 

 小会いたします。 

（午後２時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３６分 本会） 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（フ

ードバレーやつしろ基本戦略構想について） 

○委員長（増田一喜君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、フードバレーやつしろ基本戦略構想に

ついて、執行部から発言の申し出があっており

ますので、これを許します。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、垣下農林水産

部次長。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。フードバレーやつしろ基本戦略ができ

ましたものですので、皆様方にその報告をさせ

ていただきたいと思います。説明のほうは企画

政策課の宮川課長からいたしますので、よろし

くお願いします。 

○委員長（増田一喜君） 宮川企画政策課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。企画政

策課、宮川でございます。本日は、経済企業委

員会のほうで昨年度作成いたしましたフードバ

レーやつしろ基本戦略構想について、取りまと

めが終わりましたので報告をさせていただきた

いと思います。 

 その前に、資料の差しかえをお願いいたした

いと思います。昨日まででお手元に届いており

ました資料の中で、概要版と打ってある８ペー

ジものでございますが、誤植がございましたの

で、本日机の上に置いてございます資料という

ことで御承知おきいただきたいと思います。 

 それでは、さっそく資料に基づき説明をさせ

ていただきます。ただいま申し上げました、こ

ちらの概要版とですね、おおむね５０ページで

構成されておりますこちらの冊子と２種類あろ

うかと思いますけれども、主には概要版のほう

で説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、確認といたしまして、フードバレーと
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いう言葉の意味について少し説明をさせていた

だきたいと思います。 

 フードバレーとはですね、アメリカ、カリフ

ォルニア州の先端技術産業の集積地でおなじみ

のシリコンバレーという言葉に由来をしており

ます。フード、食ということになりますけれど

も、食関連産業の集積ということで使われてお

ります。オランダのヘンダーランド州ワーヘニ

ンゲン市周辺のですね、食品関連産業の集積地

がフードバレーというふうに呼ばれておりまし

て、国内ではですね、静岡県の富士宮市、北海

道の帯広市、栃木県や新潟市がフードバレーの

形成を目指した取り組みを行われております。 

 さて、熊本県においては平成２３年１２月に

政令指定都市誕生後の県内各地域の将来像、い

わゆる県のビジョンというものが策定したとこ

ろで、このビジョンにおいては八代市を含みま

す県南地域の主な取り組みの一つとして、県内

有数の農業生産地という特性に着目し、食品関

連産業を中心とした企業、研究施設等の誘致や

地場産業の振興により集積を図ることが位置づ

けられたところでございます。 

 さらに、平成２４年６月には県において、幸

せ実感くまもと４カ年戦略が策定され、このビ

ジョンに示された考え方をもとに、県南地域活

性化の起爆剤としてフードバレー構想の策定と

その実現に向けた関係自治体、産業界の一体的

な展開が示されているところでございます。 

 これらを受けまして、平成２５年３月にはく

まもと県南フードバレー構想が策定され、この

構想推進を目的として、昨年７月にくまもと県

南フードバレー推進協議会というものが設立さ

れたところで、委員の皆様も御存じのとおり、

本市も正会員として名を連ねているところでご

ざいます。 

 この協議会には、農林水産業や商工業者を初

めとして、関係団体や試験・研究機関などさま

ざまな業種、分野の事業者などが会員として入

会をしておられ、協議会ではこれら会員同士の

連携、交流を深め、新たなビジネスの創出につ

なげる取り組みやネットワークの形成、人材の

育成に向けた取り組みが展開されているところ

でございます。 

 このような状況を受けまして、本市といたし

ましても、農林水産業及び食品関連企業の調

査、開発、生産、製造のみならず、物流や販売

など全てのステージを支援できる体制づくりを

行い、世界に通じるやつしろブランドの創出に

向けて、地域が取り組むべき方向性を示したフ

ードバレーやつしろ基本戦略構想というものを

策定したというふうに御理解をいただければと

思います。 

 概要版の表紙に記載してありますけれども、

フードバレーやつしろとはですね、ちょうど青

色、緑、オレンジというような形で示してあり

ますけれども、豊富な農林水産物、充実した交

通基盤という素材を、研究機関等との連携、６

次産業化の促進として生かしてまいりまして、

食品関連企業の集積、雇用の確保といったもの

を目指すという取り組みでございます。 

 それでは、概要版の１ページをおめくりいた

だきまして、２ページをごらんいただいてよろ

しいでしょうか。基本戦略をですね、体系的に

お示しした図ということになっております。 

 まず、将来像といたしましては、豊富な農林

水産物を中心とした食に関連する幅広い取り組

みの展開により、世界に通じるやつしろブラン

ドの構築を図り、食関連企業の競争力向上や新

たな産業の育成と雇用の創出を図るとともに、

健康で豊かな市民生活が生まれるまちというの

を目指してまいろうと思っております。 

 基本目標といたしまして、八代の農林水産物

の高付加価値化と関連産業の集積により、食に

関するあらゆる産業が活性化したフードバレー

やつしろを目指すという目標を掲げておりま

す。 
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 その中から４つのですね、基本方針を掲げて

おりまして、①フードバレーやつしろの地域ブ

ランドづくり、②八代の個性と魅力を発揮でき

る食の拠点づくり、３番目に八代がアジア、全

国とつながっていることが実感できる販路づく

り、４点目にフードバレーやつしろを実践する

体制づくりという４つの基本方針を掲げており

ます。 

 戦略の方向性といたしましては、特産物を活

用した高付加価値化、また広域交通利便性を活

用した産業拠点づくり、八代港を活用したアジ

ア、首都圏との流通拡大、担い手の育成と人材

育成強化のための体制づくりなどを、方向性を

掲げておりまして、基本戦略といたしまして

は、こちら記載のとおりでございますが、主な

ものといたしまして、農商工連携、６次産業化

による新商品開発、研究機関や食関連産業等の

集積促進、八代港の機能拡充と関係協議会との

連携などを基本戦略として掲げております。 

 もう１冊、別冊のですね、済みません、こち

らの本編といいますか、こちらのほうのです

ね、３５ページから３７ページあたりにはです

ね、この基本戦略や基本方針、それに基づくさ

まざまな基本戦略をですね、より具体的に短

期、中期、長期とですね、時間軸も加えまして

整理してございますので、またお時間があられ

るときに御確認をいただければと思います。 

 概要版の３ページから５ページまではです

ね、今のところを抽出したものを記載しており

ますので、また後ほど御確認いただければと思

います。 

 概要版の６ページをお開きいただいてよろし

いでしょうか。今回の基本戦略の重要施策とい

たしまして、研究開発拠点の形成と食品関連産

業の集積促進、八代市型物流システムの連携強

化の３点を掲げております。 

 冒頭、フードバレーの概念ということにつき

まして説明させていただきましたが、やはり研

究機関との連携や産業集積というのは、このフ

ードバレーやつしろの根幹となる部分であり、

八代港の活用というのはですね、県内において

も重要な取り組みとして認識しておりますの

で、少し深掘りをしているところでございま

す。 

 研究機関等との今後の取り組みといたしまし

ては、県内の大学等との連携を初め、県におい

て新たに整備いただきますアグリビジネスセン

ターとの連携が重要であるというような整理を

いたしております。 

 産業の集積におきましては、今後、産業集積

を行うに当たり、適地、ふさわしい場所はどこ

かという比較検討を行っておりまして、この７

ページの比較表ございますけれども、結果とい

たしまして、新八代、八代インター周辺と八代

南インター周辺を抽出したところでございま

す。この件につきましてはですね、委員の皆

様、既に御存じのことと存じますが、本年度商

工部においてさらなる調査が実施されるという

ことになっております。 

 八代港の活用につきましては、食を中心とし

た場合の活用方策を取りまとめたところでござ

いまして、今後の八代港の利活用に反映してま

いりたいと、かように考えております。 

 最後に、資料の８ページをごらんいただきた

いと思います。 

 このフードバレーやつしろの実現に向けた推

進方策を整理してございます。 

 ３点記載しておりまして、最後のウというと

ころですけども、情報発信の展開につきまして

は、情報というのはですね、現在の社会情勢

上、非常に有効な手段であり、効果的に発信し

ていくことが大切ということで、記載のとおり

今後さまざまな提案を行っております。 

 アの庁内推進体制の組織化として、本市の推

進体制図を記載しており、イの外部推進組織と

なりますくまもと県南フードバレー推進協議会



 

－7－ 

や、くまもとうまかもん輸出支援協議会などと

連携しながら、今後は農林水産部に設置されま

したフードバレー推進課が総合窓口機能を担い

まして、コーディネーターの役割を果たしなが

ら事業を推進していくということとしておりま

す。 

 以上、フードバレーやつしろの基本戦略構想

の御報告とさせていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい。ちょっと一つ

お尋ねしたいんですけどね、フードバレーやつ

しろ基本戦略構想報告書として、この表題です

ね、それとその下のほうの文章の中で、本構想

策定の趣旨というところ、その下のほうにかぎ

括弧で八代市フードバレー基本戦略構想として

るけど、これはどっちを正式に使われるんです

か。何か、八代フードバレーって。こっち、上

はフードバレーやつしろ基本戦略構想ってなっ

て。これは。（｢ああ、ここですね」と呼ぶ者

あり） 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮川課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。表題に

ございますフードバレーやつしろ基本戦略構想

ということで進めてまいりたいと思います。

（｢下は間違い」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） なら、これはちょっ

ともう、下のほうは――。 

○企画政策課長（宮川武晴君） 下は八代市が

策定したという意味で記載をしてございまし

て、申しわけございません。 

○委員長（増田一喜君） そういう意味です

か。はい、わかりました。 

 本件について、何か質疑、御意見等はありま

せんか。 

○委員（松永純一君） 委員長、いいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） 平成２４年度にくまも

と県南フードバレー構想が策定されとるわけで

すね。恐らく前の期の、前期、つまり私たちの

前の経済企業委員会で、その構想は報告してあ

るだろうと思うんですけども、県南のフードバ

レー構想ですから、今、八代は構想ができたわ

けですね、八代も。と、県南の各市町村もこう

いう八代のような構想とか戦略構想とか計画と

かつくっとるわけですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。まず、

平成２５年３月に策定されましたのは、熊本県

が県の事業として進めるために策定されました

のが、くまもと県南フードバレー構想でござい

ます。現在、私どもが承知している範囲で各市

町村でこういったフードバレーに関する報告書

をつくったかという御質問につきましては、八

代市だけではないかというふうに認識しており

ます。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） ただ、そのいわゆるフ

ードバレーという地域は県南というふうに県は

捉えておるわけですね。とすると、八代市だけ

が県南フードバレー構想に取り組むということ

じゃないだろうと思うわけですね。ですから、

その県の構想の中に、こういった八代市のよう

な体系図があってですよ、この体系図というの

はいわゆる縦ですよね、縦の線ですよね。恐ら

く県のやつだったら横の線というのがあるはず

だろうと思うわけですよ。いわゆる地域別とい

うかですね。それが、縦糸と横糸があって布に

なるわけですから、今、八代市がこの体系図と

いうのは縦をずっと、この八代市の部分を書い

てあるわけですね、進めていく。そうすると、

県は八代市だけでなくて県南という捉え方で、

いわゆる地域をしていくと。同じようなものが

できてくると競合するわけですから、恐らく八

代市が担うべきフードバレーのところと、人吉

市が担うべきところ、市で言うと水俣市が進め
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ていかなければならないことがあるだろうと思

うんですよ。そのあたりは県計画の中には入っ

ておりますか。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。それで

はですね、本編のほう、済みません、本編です

ね、５ページを済みません、お開きいただけま

すでしょうか。 

 ５ページのですね、真ん中あたりに記載して

ございますのが、くまもと県南フードバレー構

想で目指す姿ということで、４つの方向性を示

されております。県計画でございまして、あと

地域ごとのフードバレーの取り組み案があるの

ではないかというような御質問であったかと思

いますけれども、県計画におきましては、地域

ごとの取り組みというよりは、この４つの方向

性に基づいた取り組みを検討して進めてまいろ

うというつくりになってございます。 

 このような中で、八代市だけがなぜこの構想

をつくったかということにつきましては、それ

ぞれの方向性を八代市に置きかえた場合、どう

いった取り組みができるのかといったところを

再整理して、県にお取り組みいただくべきとこ

ろもございますでしょうし、県と連携して取り

組むべきところもあるというふうに思います。

また、八代市がですね、独自で取り組むべきこ

ともあろうかというような事柄の整理をさせて

いただいたというふうに認識しておりまして、

そのことがですね、先ほど文書説明中で申し上

げました３５ページ、本編の３５ページ以降に

それぞれの項目ごとに取り組むべき事業をお示

ししているというふうに御理解、御了承いただ

ければと思います。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） それでは、詳しく後で

中身を見させていただきたいと思いますが、も

う一つですね、これは全然変わって違う場所で

すが、６ページのところに、６ページから７ペ

ージにかけて選定地区とその有効性、可能性評

価とかっていうのがありますけども、この中に

は中山間地が全く入っとらぬような気がするわ

けです。例えば、坂本、東陽、泉とかですね。

そういったところで、このフードバレー構想の

中で取り組んでいくべきようなところが。この

本編のほうに詳しく書いてあればいいんです

が、私が聞いたところによりますと、フードバ

レーというのは食だけじゃなくて、林業の振興

あたりも入っとると聞いたことがあるんですけ

ども、それは間違いだったかもしれませんが、

中山間地におけるフードバレーの取り組みとい

うのは、どのように考えておられますか。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。それで

は、本編のですね、済みません、１８ページを

お開きいただけますでしょうか。 

 １８ページの下のところに、抽出条件の設定

ということをさせていただいておりまして、今

のところでいきますと、このブルーの着色があ

ろうかと思いますけれども、実現性・費用とい

うような個別の絞り込みの中でですね、一定規

模の面積確保ができるというようなこと、ま

た、幹線道路からの距離であったり、その接道

条件などをここで設定をさせていただいており

ます。 

 それとあと、ある一定規模の面積を開発して

いくということもございますので、上のほう、

そのブルーの上のとこにマクロ的な絞り込みと

いうことで、位置づけとしまして、都市計画区

域外や森林法の保全、保安林、自然公園地域、

そういったところは除きましょうねというよう

な整理の仕方をさせておりますので、結果とい

たしまして、２０ページ、済みません、お開き

いただけますでしょうか。緑色のですね、ライ

ンがこの図上に丸くなっていたり、楕円形にな
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っていたり、八代の主には平野部のほうになり

ますけれども、こういったところに絞り込んで

いったというふうなところでございます。 

 ですので、フードバレー、食のみならずです

ね、第１次産業のお茶や林業、そういったとこ

ろにも、このフードバレーとして一体的に取り

組んでまいろうという方向性は出しております

ので、生産地であったり、６次産業化といった

ところについては何ら変わることなく、支援な

り、協働で取り組んでまいりたいと、かように

考えております。（委員松永純一君「はい、わ

かりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、済いません。ま

ず、計画のですね、スケジュールっちゅうか、

というようなところで若干、こっちの本編のほ

うにはですね、いろいろ深く記入してあっと思

うとですけども。この計画ちゅうのは大体１０

年っていう単位なんですかね。最長で１０年、

長期というところで終わっとっとですけれど

も。 

○委員長（増田一喜君） 宮川課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。基本戦

略に掲げました、その方向に基づく事業につき

ましては、現在取り組んでいるものから、将来

取り組めそうなものまでを記載をしておりまし

て、そうすると、おおむね１０年以内にはそれ

ぞれちょっと整理をしたいなということで、ま

ずはその短期、中期、長期というものにつきま

しては、３年以内、５年以内、１０年ぐらいは

かかるかなというような整理をさせていただい

たというふうに御理解いただければと思いま

す。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。

冒頭ですね、このフードバレー構想というのが

オランダとかの話もあったし、日本ではいろん

な、富士宮とか、いろんなところでもやってま

すよというような、取り組み中という話だった

ですかね、という話だったですけども。そちら

のほうは多分見に行かれたちゅうか、そういう

いろいろ研修されとると思うとですけれども、

実情的にどやんなんすか。こればすることによ

って、やっぱ地域の活性化っちゅうか、やっぱ

経済的な効果ちゅうのが非常に高かっですか、

やっぱ。 

○委員長（増田一喜君） 宮川課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。視察を

させていただきましたのは、新潟市と久留米市

でございます。新潟市のほうは政令市になった

直後にですね、新潟市として取り組むべき一つ

として、ニューフードバレー構想ということを

掲げられまして、やはり食に関しました取り組

みをやっていこうということで、熊本のフード

バレーに比べますと半歩先というか、いよいよ

取り組みがスタートしたというようなレベルの

ものでございました。 

 それから、久留米市はですね、バイオバレー

プロジェクトといいまして、主に医療関係とか

ですね、そういうバイオテクノロジー関係を中

心とした産業クラスターの形成を図っていくと

いうものでございまして、こちらはもうかな

り、医療分野でございましたけれども、相当の

活性化、効果が出てるんではないかなというふ

うには認識しております。数字的なところで、

ちょっとお答えできないのが申しわけないとは

思っておりますけれども。効果はあるんではな

いかというふうに思っております。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。そこら辺のとこ
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ろは数字のところ、ちょっと聞きたかったです

けど。というのも、県のほうがどれぐらいの規

模のですね、予算を準備しておられるのかとい

うのを知りたいというのもありますし、八代市

がどれだけそれに突っ込もうかというのも多分

あると思うとですよね。ただ単純に基本計画ば

っかりっていうようなことじゃなくて、財源を

伴うもんだけんがですね。その１０年という間

にどれぐらいのお金をつぎ込むのか、また、そ

れに対する費用対効果ちゅうのはどんだけ出る

のかっていうところは全然ないんですか、県と

しても。 

○委員長（増田一喜君） 宮川課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。現在、

県の取り組みにつきましては、主に協議会の会

費の中で賄われておりますので、そういう人材

育成であったりとか、新たな販路の形成であっ

たりとか、そういったものはですね、大分取り

組みいただいておりまして、予算のほうにつき

ましては、ちょっと申しわけございません。

今、正確に申し上げられるものがありませんの

で、ちょっと遠慮をさせていただきたいと思い

ますけれども。 

○委員（野﨑伸也君） いいですよ。はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） あとですね、何でかっ

ちゅうと、非常に多岐にわたっとですよね、こ

れ。いろんな計画、港湾の関係もいろいろ書い

てあっとですけれども。そやんなってきたとき

に、そういった積み上げていくと一体どれぐら

いの規模の事業なのかっちゅうのが、多分なか

なかですね、見えてこぬちゅうか。最終的には

そういったところまで、やっぱきちんと、県の

ほうはですね、やっぱしとかぬといかぬと思う

とですよ、やっぱ。そういったことも含めてで

すね、やっぱ八代市としても、やっぱそれなり

に、ただ単純に県からおりてきたけんがすると

かっていう話じゃなくて、やっぱ予算的なもん

もちゃんと積み上げていって、きちんと調査も

してやっていってほしいなっていうのがありま

したんで。そういったところを含めて、ちょっ

と頭に入れとっていただければなというふうに

思いますし。 

 あと、もういっちょ聞きますけど、２８ペー

ジ、八代港の活用方策の検討ということで、中

国等をターゲットというようなこともありま

す。で、あと、一番下にですね、八代港利用優

遇措置の実施について検討するてあっとですけ

れども、今時点で何か考えられるものがあれ

ば、ちょっと教えてほしいなと思うんですが。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 済みません、いいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、垣下次長。 

○農林水産部総括審議員兼次長（垣下昭博君）

 はい。今の八代港の御質問のお答えはないん

ですけれども、八代市がフードバレー、今度推

進室をつくりまして、八代市全体として横の連

携を図りながら進めていこうということで、今

進めております。事業につきましては、やっと

今産声を上げた段階で、県の考え方なりもいろ

いろあると思います。ただ、市としては、市と

しての独自の考え方が必要になってまいります

ので、今、専門部会をですね、立ち上げたとこ

ろです。そこの中で、専門部会で今後どういう

ふうに八代市としてフードバレーを進めていく

のか、そのためにはどういった事業が必要なの

か、予算がどれぐらいかかるのか、最終的には

どれぐらい費用対効果をみるのかとか、そうい

うのを今、立ち上げてですね、それを進めてい

きたいと思っております。 

 予算につきましても、今、予算につきまして

は既存の予算を今かき集めたという状態です。

商工観光部の事業と農林水産関係を持っていっ

たフードバレーで関連する事業費を今集めた状

態です。本当に回り始めるのは来年度からだと

いうように思っております。そのためにいろい
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ろな勉強会をしながら、予算あたりもどういう

ふうにするのかというのをお示しできればと思

っております。次年度予算からは正式にフード

バレーの予算というのができ上がってくるだろ

うと思っております。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい、高﨑フードバ

レー推進課長。 

○フードバレー推進課長（高﨑 正君） は

い。今、垣下次長のほうから部会の話が出まし

たけれども、その分に関連がございますと思い

ますので、ちょっと少し詳しく、その部会につ

いての説明をさせていただきます。 

 本年度につきまして、専門部会のほうをです

ね、３部会設置するということにしておりま

す。まず、１点目は６次産業化部会。これにつ

きましては６次産業化のみならず、農商工連

携、そして商品開発、ブランド化の推進等をで

すね、こちらの部会のほうで検討していくとい

う部会になります。 

 そして、その次、２点目なんですけども、先

ほどの構想のほうにもございましたが、適地調

査部会。フードバレーの産業集積を図るに当た

って、どこが一番いいのかというところを関係

機関、関係部署が集まって検討する部会、これ

が適地調査部会。 

 それと、３点目が輸出促進部会。こちらにつ

きましては、県のほうがフードバレーについて

は先行されて施策を展開されている中で、なぜ

八代市のほうで専門の部署までつくってやるの

かというところについてですね、それはやっぱ

り他市に先駆けて八代独自のものをぜひやらな

いといけないという構想のもとにですね、その

中で、八代市としては八代の特色を生かして、

八代港からですね、農林水産物を輸出をしたい

んだと。それに特化したような取り組みをやり

たいと。これが今、市長が説明等でよくおっし

ゃっておりますけれども、農林水産業の振興

と、それと八代港の振興と、これをあわせて行

うことによって相乗効果を狙っていきたいとい

うふうに考えているというところでございま

す。 

 これに至った背景といいますのが、このフー

ドバレー構想を推進することによって、雇用の

創出、産業の集積を図りたいという最終目的が

あるんですけれども、例えば食品加工業をです

ね、この八代の地に誘致できるのかという現実

を見た場合にですね、食品加工業は基本的には

大消費地の近くに立地するというのが常でござ

います。最近、ニッコーさんというですね、八

代市出身の社長様のほうが二見のほうに工場を

設置していただきましたけれども、こちらも特

別の御縁があっての工場立地でございまして、

なかなか立地したものの、やっぱり物流コスト

等の面で課題は多うございます。 

 そういった面で、非常に国内向けの工場立地

については非常に八代はやっぱり厳しい状況に

あるという中で、これをですね、例えば、八代

港を利用してですね、輸出に特化した工場、メ

ード・イン・ジャパンにこだわる工場というよ

うにですね、こだわっていければ、国内向けの

工場誘致という漠然としたものよりは、先ほど

宮川課長から申し上げましたが、全国各地でフ

ードバレーなるものが振興されてるんですけど

も、その中でも一番南に位置するフードバレ

ー、また一番アジアに近いフードバレーという

ところでですね、この八代の一番の特徴とい

う、この港があって、そしてアジアに近いとい

うところを武器にして、その海外輸出向けの工

場誘致等に特化できたらというような思いか

ら、この輸出促進部会というのを立ち上げたい

というところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい、ありがとうござ
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いました。その輸出ということにやっぱです

ね、頑張っていきたいちゅう話だいけんがです

ね、やっぱ港の整備ちゅうのは非常に大事だと

思うとですよ。で、この計画の中に短期、中

期、長期ちゅう１０年の中でですね、矢印がな

かっですよ。港の機能拡大ちゅうところです

ね。どこまでにどやんして、あやんしてってい

うとがですね、なかっですたい。それがちょっ

とですね、県に対するアピールとしては俺は不

足すっというふうに思うとですよ。 

 これ多分、こう構想ばつくったちゅうこと

は、やっぱ県に対してもこういうものをつくり

ましたよというふうにアピールされとると、す

っと思うとですよ。そやん中で、やっぱ八代と

してはこういった施設が欲しいとかですね、そ

ういったものも含めてやっぱ、もう少しやっぱ

力強いものばですね、提言してもらいたいなと

いうような思いがありますんで。 

 やっぱ港の関係がですね、非常に重要だと思

いますんで。そこら辺のところを県のほうにも

ですね、きっちりこの関連とあわせて必要なん

だということを、やっぱもう一段アピールして

ほしいなというふうに思います。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。質問というよ

りも思いというかになると思いますけど、やは

り八代港が国際港として熊本県内でメーンの港

として認定されたときに、本当に八代は農業地

でもあるということで、やっぱり船で物を運ん

でくる業者は帰りの便もね、どうしてもあった

ほうがいいと。それがなかったらね、空で帰ら

なきゃいけない。率直な思いですけど、そうい

うことになるんじゃないかなと思っていまし

た。 

 今度、今回、やっぱり熊本県下第一都市とし

ても、港を持っている都市としても、このフー

ドバレー事業に着手されたと。今、お話を聞く

と、県が計画をして、そして自治体としてはま

ず八代がね、基本構想を持ったと。これは私は

とても大事なことじゃないかというふうに思う

んですね。そして、今回、県から内田さんとい

うね、優秀な方を政策審議監として派遣してい

ただいたと。これこそやっぱり県と連携をして

頑張っていくぞという思いからだというふうに

思っていますので。 

 確かに今、野﨑さんがね、るる質問されまし

たけど、まだ本当に細かにね、詳細にわたって

ないと思うんです。しかし、この事業は本当に

将来の八代にとっても大事な事業だから、本当

に力を入れていただきたいというふうに思いま

す。総合的にいろんな課がね、結集してやって

いるということも、私は縦線だけじゃなくて

ね、横の連携も強めていくということでは非常

に大事なことじゃないかなというふうに思いま

すので、ぜひ頑張っていただきたいと思うとこ

ろです。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（亀田英雄君） 一ついいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） フードバレー構想ちゅ

とが、ちょっと何かいまいちまだぴんとこぬと

ですが、実際、事業別に分ければハード事業と

かソフト事業とか言うじゃなかですか。どんな

種別って考えておんなっとですかね。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。（委員

亀田英雄君「結局なところはですたい、何なの

か」と呼ぶ）はい。まず、ハード整備といたし

まして、県のフードバレー構想の中に掲げてあ

ります研究施設ということで、アグリビジネス

センターの整備がハード整備としては代表的な
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ものであると考えております。 

 ソフトの施策につきましてはですね、県の取

り組みもございますし、市としても取り組むも

のがございますので、個別のこういった事業で

すよというのが、なかなかちょっと申し上げに

くいんですが、ソフト事業につきましては、そ

れぞれいろいろなメニューがございますので、

お問い合わせいただければ、その方にあったメ

ニューを御紹介できるのではないかというふう

に考えております。 

○フードバレー推進課長（高﨑 正君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 高﨑フードバレー推

進課長。 

○フードバレー推進課長（高﨑 正君） 今、

亀田議員さんの御質問に関しまして、そもそも

県のほうがくまもと県南フードバレー構想とい

うのを立ち上げられたという背景なんですけれ

ども、熊本市が政令市になられまして熊本県下

第一の都市になるという中で、今度、県として

どういった形の施策を展開しなければいけない

のかという中で、ぜひ県南の振興をやりたい

と。（委員亀田英雄君「県南の」と呼ぶ）は

い、県南の振興をやりたいということが発端だ

ったというふうに伺っております。 

 その中で、どうやったら一番県南の振興につ

ながるのかということを煮詰められた中で、こ

の食に関する、１次産品等について、豊富な１

次産品を生かして首都圏及び海外のほうに打っ

て出ようと。それによって、産業の集積であっ

たり、雇用を生み出そうということに至ったと

いうことでございます。 

 なので、特にハードに限るもの、ソフトに限

るものというような区分けはされておらずに、

そういうものを総体的に集積をすることによっ

て、県南を元気にしようという施策であるとい

うふうに理解しております。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） そうするとですたい、

県の意志っていうか、気持ちとして、県北と県

南、県南は寂れて何か整備が進まないじゃない

かなんていうのがあっとですが、県南をこんな

ような地域にしたいという意志のあらわれがフ

ードバレー構想だというふうな形で、理解でよ

かっですかね。 

○委員長（増田一喜君） はい、高﨑課長。 

○フードバレー推進課長（高﨑 正君） その

ような御理解でよいかと思います。（委員亀田

英雄君「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（亀田英雄君） そすと、もう一ついい

ですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 最後の出口は輸出、こ

れを進めていって出口は海外だという希望を持

っとるというような話だったっですが、集積し

た、これは何ですかね、選定地区、７ページの

表、最後に丸と三角と二重丸のついとっとです

が、おんなじ点数でも丸とこれの分かれとる。

輸出と言いながら、八代港のこれが低かとは何

だったかなというような、ちょっと、今の話

と、どんな感じかなというふうに思うとです

が。この評点の分かれた理由をお聞かせくださ

い。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮川課長。 

○企画政策課長（宮川武晴君） はい。それで

は、今の御指摘のところですが、７ページ④の

ですね、八代港外港周辺というところに、この

項目のですね、有効性・可能性の評価というと

ころを見ていただきたいんですが、３番目のと

ころにですね、大型ガントリークレーンの導

入、また、水深１４メーター岸壁の整備が進め

られておりまして、港湾のですね、荷役として

は一番ふさわしいのではないかというような整
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理をしたところでございまして、このインター

チェンジ周辺のほうを二重丸といたしましたの

は、こちらで書いてあります交通アクセスのよ

さというようなところからですね、同じ点数で

あっても、ちょっとそこが二重丸と丸で評価を

分けさせていただいたというところでございま

す。そういう食品関連の加工するような施設と

いうよりは、まずは外港周辺については港湾荷

役ではないかというような整理をしたという、

――評価をさせていただいたというところでご

ざいます。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） その整理の仕方もです

たい、そっちの共通の認識で評点ばつけぬばで

すよ、最後の出口は輸出をしたいっていうとの

あればですたい、そこに重きの来ぬば。あっ

て、こっち側でつくっとってですばい、また送

らぬばぬっていう、最終的にはコストの分も考

慮に入れていかぬばですたい、いかぬとじゃな

かろかという気もしますがね。そればつくって

しもてから、もう終わりですけん。しっかり選

定した基準ばしてほしかっですが。 

○委員長（増田一喜君） はい、高﨑課長。 

○フードバレー推進課長（高﨑 正君） は

い。そこも含めましてですね、（委員亀田英雄

君「そっでよかっですか」と呼ぶ）適地調査に

つきましてはコンサルのほうに委託をした形

で、商工サイドのほうで進められると聞いてお

りますが、そちらのコンサルにつきましてもで

すね、この適地調査部会のほうに適宜出席をい

ただいてですね、そういったところを話をしな

がら進めていくというようなやり方でやりたい

と思っております。 

○委員（亀田英雄君） はい、わかりました。

もう一つよかですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） それと先ほど伺いまし

たように、県南地域をこのようにしたいという

県の意思があるならですたい、さっき松永さん

の話と一緒なんですが、やはり八代が主体とな

って、あと各地域もですたい、いろんな共通の

意思ば持ってですよ、進めるような働きかけを

八代がすべきじゃないかというふうに思うとで

すが。そんな点について、いかがお考えです

か。 

○委員長（増田一喜君） はい、高﨑課長。 

○フードバレー推進課長（高﨑 正君） は

い。地域的にはですね、県のほうでフードバレ

ーの推進協議会というのを立ち上げてございま

す。こちらにつきましては、この趣旨に賛同さ

れる民間企業も含めて、県南地域の市町村も参

画しているという状況でございます。 

 その中でですね、八代はこういうことをやっ

ているんですよ、部署までつくってやっている

んですよというようなところをですね、アピー

ルをしていきたいなというふうには思っており

ますし、主としてはですね、県が各種メニュー

をもう既にそろえていらっしゃいますので、こ

ちらの県と一生懸命、一緒になってやっていく

ということがまず先決だろうというふうに思っ

ております。 

 その中で八代独自のものという部分も一緒に

平行してやるということ、これが成功事例が１

つ、２つふえていくことによって、ほかの地域

のほうも活発になっていくのではないかという

思いでやっていきたいというふうに思っており

ます。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。その思いはです

ね、やっぱ県南地域全体で思いば共有せぬばい

かぬていう気のしますがね。これはもう意見で

いいです、答えは。何ですか、県南地域、県南

の振興策というとが根幹にあるのなら、そこは



 

－15－ 

やっぱりその辺で共通認識を持たぬば、八代だ

けの話じゃないというふうに私は思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） さっき、亀田さんのほ

うから質問あったですけれども、適地のところ

ですね、選定のとこなんです、７ページのとこ

なんですけれども。ちょっと教えてもらいたい

んですけれども、これまで八代市のほうで内陸

型の工業団地っていうのをですね、いろいろと

やろうっていうことでやってたっですけれど

も、それと、この集積、――食品関連企業等の

集積地をつくるというようなことで、それはイ

コールなんですかね。違うんですか、それは。 

○委員長（増田一喜君） 川野商工振興課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい。今まで

内陸工業団地のほうはですね、いろいろ紆余曲

折があって、なかなか実現はできなかったとい

うことでございますけど、今回フードバレーの

中でそういう適地調査が出てまいりましたけ

ど、適地は今度八代新駅・インター周辺、それ

と南インター周辺、２カ所を絞り込んで調査を

する予定としております。 

 それで、性格的には今までの内陸工業団地と

場所的には一致するのか、場所的というのは性

格的ですね、場所の性格的には一致するのかな

ということで考えております。フードバレーに

絡めた適地調査でございますけど、そういう内

陸工業団地の性格も含めたところでですね、商

工サイドとしては進めていきたいということで

考えておるところでございます。 

 はい、以上です。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。じゃ、同じちゅ

うこっで進めていこうっていうことで理解した

いというふうに思うとですが。今、紆余曲折あ

ってから、それがぽしゃったっていう話ですよ

ね。そういった中で、今度、場所的にも同じと

ころをという話で、ここに米印で１で書いてあ

っとですけど、条件整備により早期実現の可能

性は高まるって書いとっとですけど、農振除外

とかの関係でそこはつくられぬだったですよ

ね、内陸型のとこは。これが今度は早期実現、

可能性は高まるちゅうとが、非常にちょっと私

はおかしかなと思うとですけども。そこら辺の

ところ、ちょっと説明もらいたいんですけど。 

○委員長（増田一喜君） 川野課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） 確かに今まで

農振除外ということでいろいろネックがあっ

て、なかなか厳しいことがございました。その

ことも踏まえて、今回、新駅周辺、インター周

辺っていうことで、比較的周辺部分は農振除外

がやりやすい部分だということで（委員野﨑信

也君「やりやすい」と呼ぶ）、半径３００メー

トルですか、あそこ辺りは３種農地で見ていた

だけるということで、外す可能性が高まるとい

うことで。 

 そこを踏まえたところで、それ以外の部分に

ついてはなかなか厳しいところがあると思いま

すけど、そこも専門部会の中でもちょっと議論

していただいてですね、実現に向かって進めて

いきたいということで考えております。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。じゃ、確認です

けれども、以前の内陸型工業団地をつくろうと

したところと、今回のところはイコールじゃな

いんですね。 

○委員長（増田一喜君） はい、川野課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい。ちょっ

と、条件的にはちょっと違うかなということで

考えております。今までは農地の（委員野﨑信

也君「場所が違うちゅうことですたいね」と呼
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ぶ）はい、ど真ん中ということで、そこのど真

ん中ちゅうのはなかなか厳しいという結果が出

ておりますので、そういうことを踏まえて。性

格的には同じということで考えてますけど、場

所的には違うんだということでですね、考えて

おります。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。ないようで

す。以上でフードバレーやつしろ基本戦略構想

についてを終了いたします。 

 小会いたします。 

（午後３時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２１分 本会） 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（株

式会社エーブル事業所増設に関する協定につい

て） 

○委員長（増田一喜君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、株式会社エーブル事業所増設に関する

協定について、執行部から報告の申し出があっ

ておりますので、これを許します。 

○商工観光部長（宮村博幸君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮村商工観光

部長。 

○商工観光部長（宮村博幸君） はい。改めま

して、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり） 

 管内調査の後ということで、大変お疲れのこ

とと存じますが、少し時間をいただきまして、

今、御案内がありました本市に立地をしており

ます企業の増設ということで御報告をさせてい

ただきます。川野商工振興課長のほうからいた

しますので、よろしくお願いします。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい、委員

長。 

○委員長（増田一喜君） はい、川野商工振興

課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい。それで

は、株式会社エーブル事業所増設に関する協定

につきまして説明させていただきます。ちょっ

と座らせて説明させていただきます。 

 事前に配付いたしました資料に差しかえがご

ざいましたので、本日配付しています資料に基

づきまして説明をさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 今回、株式会社エーブルにおきまして、物流

センターを増設するということで、エーブル、

熊本県、八代市、三者で立地協定を行うもので

ございます。協定につきましては、４月２５日

にプレスリリースされておりまして、既に御承

知の方もおられると思いますが、内容につきま

して説明させていただきます。 

 協定の調印式は資料の１ページのほうをごら

んいただきたいと思います。これは報道資料で

ございます。４月３０日水曜日１１時から県庁

で実施される予定でございます。 

 続きまして、エーブルの概要につきましてで

すが、資料２ページのほうをごらんいただきた

いと思います。 

 会社概要につきましては、平成３年１０月に

設立されております。本社の所在地が新港町３

丁目でございます。資料の５ページのほうに位

置図がございますので、参考にごらんいただき

たいと思います。 

 業種は、食品の製造加工及び流通加工事業で

ございまして、資本金が１億円、売上高は年間

１２７億７００万円となっております。従業員

は平成２５年３月時点で、本社を含めた全事業

所で８２９名となっております。現在は、ちょ

っと調査いたしましたら、今の段階では６３６
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名ということでございます。 

 増設の概要につきましてですけど、資料２ペ

ージの２のほうに概要が掲載されておりますけ

ど、こちら用地面積です。用地面積は６万７４

６７.９６平米でございますけど、これは全体

面積でございまして、増設部分は６５００平米

程度でございます。この本社の敷地を造成され

て事業を拡張される予定でございます。 

 中身といたしましては、ドライセンターが２

３５３.９１平米、チルドセンターが２１００

平米、合計の４４５３.９１平米の増設でござ

います。投資額がそれぞれ１億８０００万円、

２億５０００万円、合計の４億３０００万円と

なっており、新規雇用者が１００名でございま

す。 

 工場の着工及び操業につきましては、ドライ

センターが本年の５月着工、９月操業。チルド

センターのほうが６月着工、１１月の操業とな

っております。 

 調印式の概要につきましてでございます。調

印式の概要につきましては３ページのほうに掲

載しております。先ほど冒頭でお話ししました

とおり、４月３０日、県庁の１３階、展望会議

室のほうで、エーブルの増永幸雄社長、中村八

代市長、それと真崎県商工観光労働部長、三者

におきまして調印の予定でございます。 

 それから、増設に伴います八代市の優遇につ

いてでですけど、こちらは４ページのほうをご

らんいただきたいと思います。 

 ４ページの（３）のところでございますけ

ど、固定資産税の減免が３年間１００％、その

後２年間５０％の減免でございます。工場建設

補助金のほうが投下固定資産が４億３０００万

円でございまして、その３％ということで１２

９０万円の工場建設補助金の予定でございま

す。それと、雇用奨励金のほうが、今回の雇用

は正社員以外の方ということでございますの

で、１人当たり２０万円の１００名で２０００

万円ということになります。助成額は合計の３

２９０万円となります。 

 それと、本年４月に企業振興促進条例の改正

がありまして、その中で正社員以外の方を引き

続き２年間雇用したところで、正社員に登用さ

れた場合ですね、また追加して１０万円の支給

ということでございます。こちら、まだ確認が

されておりませんので、一応参考程度に御説明

をしておきます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○委員長（増田一喜君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。ないですか。 

○委員（笹本サエ子君） いいですか。 

○委員長（増田一喜君） 笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。今の最後のと

ころですけど、正社員、今回はゼロというこ

と、理由は何でしょう。 

○委員長（増田一喜君） 川野課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） 今回の増設に

つきましては、急遽増設ということで、事業内

容につきましてもですね、まだ会社のほうで、

──急遽というところもありまして、そこまで

正社員を雇用するまで計画がなされてなかった

状況じゃなかったかなということで考えており

ます。詳細につきましてはですね、会社にちょ

っと聞いてみないとわかりませんのでですね、

そういうところで考えているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員（笹本サエ子君） はい。よろしいです

かね。 

○委員長（増田一喜君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） 要望、意見ですけ

ど、補助金、本市が出しますよね。やっぱりそ

ういうところについては最初が肝心ですので、

行政のほうから正社員のね、要望をすると、約

束をとっていくということが大事じゃないかと

思います。当然、企業は今の社会情勢の中では
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正社員はね、やらないと思うんですね、最初。

やっぱり非正規でと持ってくると思いますけ

ど、そこは行政のほうが積極的に申し込んでい

ったほうがいいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい。ないようでご

ざいます。それでは、以上で株式会社エーブル

事業所増設に関する協定についてを終了しま

す。 

 ほかに当委員会の所管事務調査について、何

かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で本日の委員会

の日程は全部終了いたしました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後３時２９分 閉会） 
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